
広報にっこう ２

毎
年
、
日
本
各
地
で
台
風
や

大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
豪
雨
に
よ
る
土

砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
の

災
害
が
何
度
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雨
が
降
り
続
く
こ

と
に
よ
っ
て
地
盤
が
緩
み
、
土

砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

過
去
の
災
害
か
ら
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
風
水
害
へ
の
備
え
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

角
台
風
が
来
る
前
に

台
風
は
、
暴
風
雨
や
高
潮
、

高
波
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、

台
風
は
突
発
的
に
発
生
す
る
地

震
な
ど
と
違
っ
て
、
発
生
し
て

か
ら
接
近
す
る
ま
で
に
時
間
的

な
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

台
風
が
発
生
し
た
と
き
は
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象

情
報
に
注
意
し
、
進
路
や
強
さ

な
ど
を
よ
く
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

角
突
然
の
集
中
豪
雨

短
時
間
に
、
狭
い
範
囲
で
突

然
降
る
集
中
豪
雨
は
、
気
象

レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
は
捉
え
に
く

い
現
象
な
の
で
、
情
報
が
提
供

さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
り

予
測
が
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
備

え
を
万
全
に
し
て
お
き
、
大
雨

の
情
報
を
得
た
ら
す
ぐ
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

角
土
砂
災
害
の
特
徴
と
前

ぶ
れ

①
地
滑
り

胸
特
徴

焔
粘
土
な
ど
の
滑
り
や
す
い
層

を
境
に
、
そ
の
上
の
土
が

そ
っ
く
り
動
き
だ
す
。

胸
前
ぶ
れ

焔
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

焔
地
面
の
一
部
が
陥
没
す
る
。

焔
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。

焔
崖
や
斜
面
か
ら
水
が
出
る
。

②
斜
面
崩
壊

胸
特
徴

焔
崖
崩
れ
、
山
崩
れ
な
ど
が
、

突
発
的
か
つ
急
速
に
起
こ
る

こ
と
が
多
い
。

胸
前
ぶ
れ

焔
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て

く
る
。

焔
崖
か
ら
水
が
湧
い
て
く
る
。

焔
崖
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

備
え
備
え
るる
。。

く
わ
し
く

く
わ
し
く
はは

総
務
課

危
機
管
理
放
射
能
対
策
室

総
務
課

危
機
管
理
放
射
能
対
策
室
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興「風水害に対する備え」チェックシート興
普段の準備

□側溝や排水口の掃除をして水はけを良くしておく

□避難場所と避難経路を確認しておく

□家族が離れ離れになったときの集合場所を決めておく

□非常持ち出し品を準備しておく

※非常食、救急医薬品、携帯ラジオ、懐中電灯、予備電池、衣類、携帯ボンベ式コンロなど

□屋根瓦やテレビアンテナのずれ、ブロック塀のひびなどの不具合がないか点検・修理する

台風の接近や大雨による災害の恐れがある場合は

□気象情報に注意する

□風で飛ばされそうな物を固定する

□窓や雨戸をしっかり閉め、必要に応じて板を打ち付けるなどの補強をする

□床上浸水の恐れがある時は、生活必需品を高い場所へ移す

避難する場合には

□ガスの元栓を閉め、電化製品の電源を切り、戸締りをする

□ヘルメットや安全帽で頭を保護する。靴は丈夫で底の厚いものにする ※長靴は水が入ると歩きにくい

□崖崩れや土石流が起こりやすい場所・河川には近づかない

□引き続き気象情報や注意報・警報に注意する

風
水
害

風
水
害
にに

２０１３年８月号３

③
土
石
流

胸
特
徴

焔
土
砂
と
水
が
一
体
と
な
っ
て

流
れ
落
ち
る
。
昔
か
ら
「
山

津
波
」
や
「
鉄
砲
水
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

胸
前
ぶ
れ

焔
山
鳴
り
や
木
立
の
裂
け
る
よ

う
な
音
、
ド
ン
と
い
っ
た
音

が
す
る
。

焔
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
急
に
減
り
始
め
る
。

焔
川
の
水
が
濁
っ
た
り
、
倒
木

が
流
れ
て
来
た
り
す
る
。

角
日
光
市
電
話
応
答
シ
ス

テ
ム

県
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

雨
量
情
報
や
河
川
水
位
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台
風
が
接
近
し
て
い
る
時
や

集
中
豪
雨
な
ど
の
際
に
は
、
早

め
に
情
報
を
収
集
し
て
対
策
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

胸
得
ら
れ
る
情
報

焔
市
内
の
雨
量
や
河
川
の
水
位

な
ど
に
関
す
る
情
報
な
ど

胸
電
話
番
号

（

）２
１
４
７
・
２
１
４
８
・

５３２
１
４
９

※
市
全
域
の
情
報
で
す
。
休
日

を
含
め
、

時
間
対
応
し
て

２４

い
ま
す
。

角
緊
急
情
報
メ
ー
ル
の
配

信市
は
、
携
帯
電
話
会
社
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
気
象
庁
が
配
信

す
る
緊
急
地
震
速
報
に
加
え
、

市
か
ら
の
災
害
・
避
難
情
報
を

市
内
に
あ
る
携
帯
電
話
に
一
斉

配
信
し
ま
す
。

角
デ
ー
タ
放
送
で
の
災
害

情
報
の
配
信

市
は
、
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
を
利
用
し
て
、
災

害
時
に
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

大
雨
な
ど
の
警
報
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
際

に
、
市
か
ら
の
情
報
収
集
手
段

と
し
て
デ
ー
タ
放
送
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報

の
発
信
時
に
は
、
テ
レ
ビ
画

面
の
左
上
に
赤
く
「
緊
急
災

害
情
報
」
の
マ
ー
ク
が
出
ま

す
。
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン

を
押
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

角
県
か
ら
の
災
害
に
関
す

る
防
災
メ
ー
ル
配
信

胸
配
信
さ
れ
る
情
報

焔
地
震
情
報（
震
度
４
以
上
）

焔
気
象
警
報
・
注
意
報

焔
火
山
情
報

焔
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

※
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
メ
ー
ル
着
信
時
の
パ

ケ
ッ
ト
通
信
料
な
ど
は
、
登

録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
、
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
ド
コ
モ
の
携
帯
の
場
合

b
o
u
sa
i-tc
g
p
-e
n
try
@
m
a
il-i.

a
n
sh
in
.d
cm
-d
c.b
iz

胸
ド
コ
モ
の
携
帯
以
外
の
場
合

b
o
u
sa
i-tc
g
p
-e
n
try
@
m
a
il.a

n
sh
in
.d
cm
-d
c.b
iz

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
b
o
u
sa
i.b
o
u

sa
i.p
re
f.to
c
h
ig
i.lg
.jp
/b
o

u
sa
iM
a
il/b
o
u
sa
im
a
il.h
t

m

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
る

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
う
有

名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
最
近
は
、
忘
れ

る
間
も
な
く
、
頻
繁
に
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

防
災
対
策
は
、
平
常
時

の
備
え
と
災
害
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
ど
う
動
く
か
を
考

え
、
対
策
を
講
じ
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

広
報
に
っ
こ
う
６
月
号

と
一
緒
に
配
付
し
た
「
わ

が
家
の
防
災
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
活
用
し
、
災
害

か
ら
自
分
や
家
族
の
命
と

地
域
を
守
る
た
め
、
家
族

そ
ろ
っ
て
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
第
一
歩

は
、
自
分
の
周
り
か
ら
。

災
害
は
あ
る
日
突
然
、
予

告
も
無
し
に
起
こ
り
ま
す
。

来
る
べ
き
災
害
に
、
い

つ
備
え
る
の
か
骸

今
で

す
外

「「
今今
」」
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